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研究成果の概要（和文）：　本研究は，多読教育において必要となる適切な多読用図書の推薦のため，複数の教
育機関で図書推薦に必要な情報共有を行うための多読支援クラウドを開発することを目的とした.多読支援シス
テムのクラウド化については，多読情報データベースを多読支援システムから分離し，さらに データも各教育
機関固有の多読情報と，教育機関共通の多読情報に分離することで，複数の教育機関向けに提供することが可能
となった.また，データ管理を「各教育機関」「多読授業実施機関」「一般書籍管理」にレイヤ分割し，データ
の多層化管理を実現した. このレイヤ分割により，処理の共通化による管理運営の簡便化のメリットが得られ
た．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop an online support system to share
 information among multiple educational institutions in order to be able to recommend books of an 
appropriate level to students, which is vital in Extensive Reading (ER). The online system supports 
multiple educational institutions by separating the ER information database from the ER support 
system. It also separates the data into information unique to the students within a particular 
educational institution and book data common to all institutions. Data management is further layered
 for each educational institution, ER course implementation, and general book management. This 
multi-layering approach has the merit of simplifying the management and administration of data.

研究分野： Extensive Reading

キーワード： Extensive Reading
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　多読においては，学習者の段階は興味対象などに応じた適切な本を読むことが重要であり，そのような本の推
薦を行うシステムの開発を行ってきた．これには学習者の難易度や面白さに関する主観データを収集した「集合
知」を用いることが有効であることが分かっているが，同じ多読図書群を読んでいる機関内でしか適用すること
ができず，小規模は教育機関への導入が困難であった．
　本研究では多読支援をクラウド化することにより， 教育機関を超えた情報共有を可能とすることで，小規模
な教育機関であっても適切な本の推薦を受けることを可能とした．これにより，どのような規模の教育機関であ
っても多読学習を導入することが可能となった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 多読とは，文章を分析しながら読むのではなく大意を把握するような読み方，いわゆる通
読により多量の本を読むものであり，読解力や語学能力を高める学習方法として利用されて
いる．英語であれば，小学校就学以前の児童向けのような簡単な英語の本から始め，多くの
本を読むことで英文の読解力を養うものであり，多くの教育的効果があることが報告されて
いる． 
 多読の効果を高めるためには，自発的かつ継続的に多数の本を読み進めることが必要であ
り，多読に対するモチベーションの維持が重要となる．このモチベーションの維持のために
は，「面白さ（分野）」，「読みやすさ」の適切な本を選択する必要がある．すなわち，難易度
の高い本であれば途中で読むことを放棄してしまう可能性があり，興味のある，あるいは好
きな分野の本であれば，自発的に読み続けることが期待できる． 
 上記の問題を解決するために，研究代表者および分担研究者により，学習者間の情報共有
により図書の推薦を行うシステム(科研費 基盤 C:21520573)や，学習者の多読能力を推定す
るシステム(科研費 基盤 C：24501183）が開発され，実際の授業において運用を行ってきた． 
 これらの研究では学生の学習履歴などを収集し，推薦や推定を行っている． 
 まず，「面白さ」のために，学生が興味を持って読み進めることのできるような本との出会
いにつながる仕組みとして， 
   選択的アプローチ：こちらで適当と思われる本を提示し,学生が選択する. 
   発見的アプローチ：学生自らが,新しい本の発見する手段を提供する. 
の 2 つの方法を用い，それぞれを実現する「レコメンド機能」「コミュニティ機能」を実装し
運用している． 
 また，「読みやすさ」のために， 
   学生の多読を行う力（多読能力）の測定 
   学生の本に対する評価と多読能力からの本の難易度の推定 
により，「適切な難易度の本」の選択を支援するシステムを開発した 

 
２．研究の目的 

 我々の先行研究におけるシステムは，学習者から収集した多読に関する情報を「集合知」
として扱うことで，図書の推薦を行っている.この「集合知」には，次のような情報が用いら
れている. 
   • 本の面白さに対する感想:分野毎に興味のわきそうな本の推薦が可能となる.  
   • 本の難しさに対する感想:適切な難易度の本の推薦が可能となる. 
   • 学習者の多読能力の測定:感想による難易度推定の精度向上が可能となる. 
 このため，学習者が多くなるほど，その精度が高まる反面，対象者数が数 100 人程度の規
模の小さな教育機関では，正しい本の推薦や多読能力の推定が困難であるという問題点があ
る．そこで，本研究では，先行研究の成果をより多くの教育機関に適用することができるよ
うにするために，{複数の教育機関が参加可能な多読支援システムを作成し，参加する教育機
関の学習者の情報を統合することで，より高度な多読支援を行うことを目的とする 
 先行研究により開発された「多読図書レコメンド機能」による推薦を行うためには，推薦
される図書が図書館等に存在することが前提となる．このため，学習者の読書履歴などから
図書の推薦を行うためには，学習者が共通の図書館を利用していなければならず，複数の教
育機関間で推薦情報の交換を行うことは困難である． 
 本研究では，【研究の方法】で後述するように，「ジャンル」「難易度」等のメタ情報により，
学習者が所属する教育機関の図書館が収蔵する多読用図書の中から最適と思われる本の推薦
を行う，推薦図書推定を行うこととする．また，この推薦図書推定のための基礎データ収集
のために，複数の教育機関による共同利用可能な「多読用電子書籍図書館」を設置する． 
 さらに，先行研究により開発された「コミュニティ機能」は，コミュニティの粒度が小さ
いほど，自分に適した書籍を発見することが容易となる．このため，複数の教育機関を統合
し利用者を大幅に増加させることで，より粒度の細かいコミュニティ形成が可能となり，自
分に最適な本の発見が容易となる． 
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３．研究の方法 

 我々は先行研究において，学習者の本に対する感想と，その学習者の多読能力の測定から，
本の難易度の推定を行い，学習者に対して適切な本の推薦を行うシステムの開発を行ってき
た． 
このシステムでは，本のジャンルや多読後の学習者による評価から，多読図書をグループ化
し，かつ，学習者が好むグループを推定することから，本の推薦を行っている．しかし，グ
ループ分けには学習者の主観データを収集した「集合知」が用いられるため，同じ多読図書
群を読んでいる機関内でしか，適切なグループ分けを行うことができない．そこで，各教育
機関共通の図書館を設置し，この図書館に所蔵される多読図書のグループ分けに基づき，全
図書館に収蔵されている多読図書のグループ化を行うこととする． 
 そこで，この共通図書館は全ての教育機関からの利用が可能でなれけばならないことから，
多読用電子書籍を集積する電子図書館として運用することとする．このように，電子書籍化
された多読用図書を集積した「多読用電子図書館」を整備し，複数の教育機関がこの電子図
書館を共有するとともに，読書履歴や本に関する感想，学習者の多読能力の情報も共有する
ことで，教育機関を超えて適切な図書の推薦ができるようにする． 

 

 
 
 

４．研究成果 
 本研究は，多読教育において必要となる適切な多読用図書の推薦のため，複数の教育機関
で図書推薦に必要な情報共有を行うための多読支援クラウドを開発することを目的としてい
る.  
 多読支援システムのクラウド化については，先行研究において開発した多読支援システム
を複数教育機関対応にすることで実現した．先行研究のシステム は，多読情報データベース
を多読支援システムが一体化したものであったが，今回開発したシステムは，多読情報デー
タベースを支援システムから分離し，さらにデータも各教育機関固有の多読情報と，教育機
関共通の多読情報に分離することで，複数の教育機関向けに提供することが可能となった. 
 多読情報の共有方法については，前述の教育機関共通の多読情報を定義するために，主に
多読図書の管理方法を中心に検討を行った.これは.研究目的が多読図書推薦であることから，
複数の教育機関間での書誌情報管理が必須となるためである.この検討の過程において，今後，
研究成果を普及していくためには，他の多読支援を行っている団体との連携が必要であるこ
とは明確になったことから，日本において先進的な多読教育を実践している，Scientific 
Education Group 多読教室及び豊田高専多読支援に対して，多読情報の管理手法に関する調
査・意見交換を行った. 
 この調査・検討の結果から，多読情報については， データ管理を「各教育機関」「多読授
業実施機関」「一般書籍管理」にレイヤ分割し，データの多層化管理を実現した.この方法に
より，各レイヤでの処理が共通化され管理運営が容易になることや，学生情報など教育機関
固有の情報が他に共有されないようにできるなどのメリットが得られた. 
 さらに，多読情報の共有方法については，前述の多読支援システムのクラウド化により，
学生情報など教育機関固有の情報は共有せず，図書の読みやすさやレビューなどの他の学習
者にとって有用な情報のみ共有を行うこととした．これは，前述のレイヤ間で共有するデー
タ範囲の制限することで実現した． 
 以上の要素技術開発・検討結果をふまえて．多読支援クラウドシステムを開発し，実際の
授業に導入することで，クラウド運用における問題点の洗い出し等を行った. さらに多読用
図書に関するデータベースをクラウド上に構築し，多読支援システムから利用できるように
すると共に，データベース管理用ユーザインタフェース システムも開発し，複数の教育機関
の多読担当者が多読用図書のデータの登録・更新を行うことができるようにした. 
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